
『
た
け
く
ら
べ
』

題
名
考

1
1
1
『
た
け
く
ら
べ
』

研
究
稿
・
第
二
章

『
伊
勢
物
謹
巴
第
二
十
三
段
と
の
関
係

樋
口
一
葉
『
た
け
く
ら
べ
』
の
題
名
は
、
一
般
に
、

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段

の
贈
答
歌
に
由
来
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
如
き
具
合
で
あ
る
。

「
た
け
く
ら
べ
」
と
い
う
題
名
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
『
伊
勢

「
筒
井
筒
ゐ
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け
/
お
ひ
に
け
ら

し物
な語
あ'=
ひご(
見筒
ざ弁
る筒
まの
Ir. 段
し一 、-

との

「
く
ら
べ
乙
し
振
わ
け
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
/
君
な
ら
ず
し

て
誰
か
あ
ぐ
べ
き
」
の
、
二
つ
の
歌
を
ふ
ま
え
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
工
夫
の
凝
ら

さ
れ
た
、
し
か
も
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
名
と
い
え
る
。

(注
l

松
坂
俊
夫
『
樋
口
一
葉
研
究
』
)

「
男
」
の
贈
歌
の
「
た
け
」
と
「
女
」
の
返
歌
の
「
く
ら
べ
」
と

(注
2
)

に
傍
点
を
打
っ
て
示
し
た
解
説
も
多
い
。

一
葉
が
『
伊
勢
物
語
』
の
内
容
に
精
通
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
樋
口
家
に

一
葉
筆
写
の
『
伊
勢
物
語

親
切
に
も

全
』
と
『
伊
勢
物
語
』
所
収
の
『
日
本
文
学
金
書

f喬

威

本

第
こ

{注
3
)

(
明
却
、
博
文
館
)
と
が
あ
っ
た
乙
と
か
ら
で
も
想
像
出
来
る
。
特
に
、

第
二
十
三
段
に
関
し
て
言
え
ば
、

一
葉
は
、
早
く
も
、
明
治
二
十
一
年
四
月
、

「
幼
年
契
恋
」
と
題
す
る
次
の
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

{注
4
)

い
は
け
な
き
ふ
り
分
が
ミ
に
契
り
つ
る
/
其
乙
と
の
葉
は
か
へ
じ
と
ぞ
お
も
ふ

小
説
作
品
に
於
い
て
も
、
次
の
知
き
表
現
は
、

関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
」
第
二
十
三
段
と

O
隔
て
は
中
垣
の
建
仁
寺
に
ゆ
づ
り
で
汲
か
は
す
庭
井
の
水
の
交
は
り
の
底
き
よ
く
深

く
軒
場
に
咲
く
梅
一
木
に
両
家
の
春
を
見
せ
て
薫
り
も
分
ち
合
ふ
中
村
闘
図
と
呼
ぶ
宿

あ
り

(
『
閤
桜
』
上
)

O
契
り
し
人
は
竹
村
の
茂
雄
と
て
振
わ
け
髪
の
む
か
し
よ
り
筒
井
づ
h

た
け
く
ら
べ
合

ひ
し
中
な
り
し
が

未
完
成
小
説
断
片
、
作
品
日
『
春
雨
の
ふ
る
夜
陀
』

W

O
い
ひ
な
づ
け
の
約
成
立
し
は
お
高
が
み
ど
り
の
振
分
髪
を
お
畑
草
盆
に
ゆ
ひ
初
む
る

頃
な
り
し
と
か

(
『
別
れ
霜
」

ト)

O
あ
は
れ
短
き
契
り
か
な
井
筒
に
か
け
し
丈
く
ら
ぺ
振
わ
け
髪
の
か
み
な
ら
ね
ば



(
『
別
れ
霜
』
白
一

O
筒
井
づ
』
の
昔
も
ふ
る
け
れ
ど
、
振
わ
け
髪
の
を
さ
な
だ
ち
よ
り
馴
れ
て
、

(
『
花
ご
も
り
』
判
)

右
の
う
ち
、
ま
ず
『
春
雨
の
ふ
る
夜
に
』
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
見
え
る

「
た
け
く
ら
べ
合
ひ
し
」
は
、
「
背
丈
ヲ
比
べ
合
ツ
タ
」
意
で
、
一
語
の
名
詞
に

熟
合
は
し
て
い
な
い
が
、
一
葉
が
「
た
け
く
ら
べ
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
最

初
の
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
序
詞
的
用
法
の
「
筒
井
づ
h
」
に
下
接
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

乙
の
未
完
成
小
説
は
、

一
葉
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
次
の
事
情
で
試
み
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

半
井
う
し
を
午
後
よ
り
と
ふ
(
中
略
)
む
さ
レ
野
巻
末
に
の
す
べ
き
も
の
少
し
斗
不

雨
少
し
乙
ぼ
れ

足
な
れ
ば
伺
に
も
あ
れ
明
午
後
ま
で
に
作
り
給
て
よ
な
ど
の
給
は
す

文
章
一
扇
草
さ
ん
と
て
也

来
ぬ
れ
ば
い
そ
ぎ
か
へ
る

E
K著
作
に
か
h

る

今
宵

雨
い
と
つ
よ
く
ふ
る

二
時
頃
ま
で
机
辺
に
あ
り

(
「
日
記
」
明
お
・

3
-
n

「
武
蔵
野
」
第
一
編
で
あ
る
。

(注
5
)

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
と
も
関
わ
る
発
組
の
『
闇
桜
』
を
掲
載
す
る
予
定
に

(注
6
)

な
っ
て
居
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
発
刊
寸
前
で
あ
っ
た
。
半
弁
桃
水
に
突
如
追
加

「
む
さ
し
野
」
と
は
、

一
葉
は
、

そ
こ
に
、

『
闇
桜
」
と
同
様
、

伊

作
品
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
一
葉
は
、
急
場
凌
ぎ
に
、

勢
物
語
』
第
二
十
三
段
に
関
わ
る
作
品
を
企
図
し
、
そ
乙
か
ら
「
た
け
く
ら
べ
」

云
々
の
言
葉
が
浮
か
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
翌
日
(
明
白
・

3
・
M
)
の

日
記
に
「
文
章
あ
ま
り
お
も
し
ろ
か
ら
ね
ば
春
雨
を
詠
ず
る
長
歌
に
な
す
」
と
あ

(注
7
)

り
、
そ
の
「
長
歌
」
も
、
結
局
は
「
武
蔵
野
」
第
一
編
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
春
雨
の
ふ
る
夜
に
』
の
「
た
け
く
ら
べ
」
云
々
か
ら
程
な
く
、
一
葉
は
、
前

掲
の
通
り
に
、
「
別
れ
霜
』
白
一
で
名
詞
「
丈
く
ら
べ
」
を
用
い
て
い
る
。

「
た
け
く
ら
べ
」
と
い
う
語
が
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
と
の
関
わ
り
で
一

葉
の
脳
裡
に
浮
か
ん
だ
乙
と
は
、
疑
え
な
い
。
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
贈
歌
の

「
た
け
」
と
返
歌
の
「
く
ら
べ
」
と
を
合
し
て
新
造
し
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
た
け
く
ら
べ
」
の
異
称
を
持
つ
文
正

年
聞
の
『
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
ひ
』
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
上
、
次
の
通
り
に
結

論
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
関
し
、
山
根
賢
吉
氏
は
、

「
た
け
く
ら
べ
」
な
る
語
は

-2ー

一
葉
の
造
語
と
言
う
よ
り
は
か
な
り
古
く
か
ら
存

し
た
ら
し
い
乙
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(注
8
)

山
根
賢
古
口
『
樋
口
一
葉
の
文
学
』
)

野
口
碩
氏
も
亦
、

『
樋
口
一
葉
全
集

(注
9
}

第
一
巻
』
の
『
た
け
く
ら
べ
』

〔
補
注
〕

に
、
次
の
通
り
に
記
し
て
居
ら
れ
る
。

「
た
け
く
ら
ぺ
」
は
一
葉
が
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
か
ら
合
成
し
た
造
語
で
は
な
い
。

乙
の
用
語
は
中
世
以
来
の
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
御
伽
草
子
の
『
猫
の
草
紙
』
、

た
け
〈
ら
べ

文
正
年
間
の
『
四
十
二
の
物
争
』
、
近
世
の
人
情
本
『
松
竹
梅
霊
前
栽
多
気
競
』
な
ど

に
見
る
多
く
の
語
例
は
、
子
供
の
遊
戯
や
大
人
の
凝
患
な
世
界
を
背
景
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
競
争
を
表
現
し
て
い
る
。



確
か
に
、

「
た
け
く
ら
べ
」
な
る
語
は
、
中
世
後
半
に
は
既
に
定
着
し
て
い
た

用
語
、
だ
っ
た
と
言
え
る
。
近
世
直
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
菊
辞
書
』
に
も
「
、

F
D

(
注
日
}

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
は
、
そ
の
意
が
次
の

巾

22σ
目
」
と
収
録
さ
れ
て
居
り
、

通
り
に
記
さ
れ
て
い
る
。

代
以
小
一
世
同
体
F
J
立
国
F
4
v
ゆ
削
除
M
m
汁

S
R陣
b
n
作
。
(
出
品
・
鵬
畏
)

州
内
汁
'
評
号
。
社
'
部
社
'
特
E
A
h

代
品
町
民
斗

n~H4
恥

V
M
m
F
J
E
'

再
建

斗
創
刊
作
。

{

注

日

)

(

注

ロ

)

(

注

日

)

(

注

M
円
、

『
大
日
本
国
語
辞
典
』
『
改
修
言
泉
』
「
大
言
海
』
『
岩
波
古
語
辞
典
』
『
日

{
注
目
}

本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、

一
般
用
語
と
し
て

『
沙
石
集
』

『
玉
壁
抄
』

一
ノ
三
、

一、

『
曽
我
物
語
』
八
、

「
猫
の
草
子
』
、

『
俳
詰
新
選
』
の
用

『
竹
斎
』
上
、

『
初
心
求
詠
集
』
、

『
舞
正
語
磨
』
上
・
下
、

例
が
見
え
る
他
、
〈
連
歌
用
語
〉
と
し
て
、

『
中
華
若
木
詩

『
わ
ら
ん
べ
草
』

抄
』
下
、
〈
謡
曲
用
語
〉
と
し
て
、

二
の
用
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
た
け
く
ら
べ
」
と
い
う
題
語
は
、
明
ら
か
に
一
葉
の
新
造
語
で
は
な
い
。
従
つ

て、

一
葉
に
、

「
た
け
」
と
「
く
ら
べ
」
と
を
合
す
る
と
い
う
面
倒
な
作
業
を
行

一
葉
の
脳
裡
に
は
、

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段

う
必
要
は
、
全
く
な
か
っ
た
。

の
内
容
か
ら
、
自
然
に
「
た
け
く
ら
べ
」
と
い
う
語
が
浮
か
ん
で
来
た
筈
で
あ
る
。

頭
の
働
き
の
実
際
と
し
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

『
た
け
く
ら
べ
』
執
筆
時
よ
り
遥
か
に
前
の
、

『
春
雨
の
ふ
る
夜
に
』
や
『
別
れ

霜
』
を
執
筆
し
た
明
治
二
十
五
年
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
題
名
と
し
て
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

『
た
け
く
ら
べ
』
は
、

i主

ご
葉
小
説
の
題
名
の
典
拠
と
方
法
」
章
、
八
七
頁
。
昭
K
N

、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
。

2 

主
な
も
の
を
記
す
と
、
関
良

(
昭
引
川
、
有
精

『
た
け
く
ら
べ
/
十
三
夜
要
解
』

堂
出
版
株
式
会
社
)
、
次
回
潤
『
評
釈
一
葉
名
作
集
』

昭
旬
、
明
治
書
院
)
、
和

樋
口
一
一
栄
』

山
出

恵
「
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
」
、
伊
藤
整
{
編
『
鑑
賞
と
研
究
H

現
代
日
本
文
学
講

田
芳
恵
編
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
3

{
昭
お
、
角
川
書
庖
)
の
和
田
芳

座
/
小
説
l
H
近
代
文
学
の
曙
』

昭
明
出
、
三
省
堂
)
の
「
作
家
・
作
品
の
鐙
賞
と

研
究
」
編
「
樋
口
一
葉
」
章
(
関
良
一
執
筆
)
、
青
木
一
男
『
た
け
く
ら
ぺ
』

幻
、
評
論
社
)
、
関
良

(昭

(
昭
作
旬
、
有
精
堂
出
版
株

『
樋
口
一
葉

考
証
と
試
論
』

式
会
社
)
の
「
『
た
け
く
ら
べ
』
鐙
賞
」
章
、
青
木
一
男
解
説
『
た
け
く
ら
べ
・
十

三
夜
ほ
か
』

昭
和
必
、
評
論
社
)
伊
狩
章
「
た
け
く
ら
べ
」
|
「
解
釈
と
鑑
賞
」

昭

ω
・
口
、
松
坂
俊
夫
編
『
鈴
賞
日
本
現
代
文
学
②

(
昭
防
出
、
角
川
書

-3-

樋
口
一
葉
』

庖
)
の
松
坂
俊
夫
「
本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
」
。

3 

藤
井
公
明
「
樋
口
則
義
、
一
葉
の
蔵
書
」

l
「
一
葉

一
葉
全
集
月
報
第
七
号
」

(
昭
幻
・

6
、
筑
摩
書
房
)
に
よ
る
。
な
お
、
情
祖
国
良
平
『
樋
口
一
薬
研
究

(
昭
必
増
補
改
訂
、
中
央
公
論
社
)
は
、
妹
邦
子
筆
写
の
『
伊
勢
露
間
』
の
あ
っ
m制
改

訂
版
』

た
乙
と
も
伝
え
て
い
る
{
二
ハ
一
一
貝
)
。

4 

塩
田
良
平
・
和
田
芳
恵
・
樋
口
悦
編
『
樋
口
一
葉
全
集

第
四
巻
ル
ト
』
(
昭
防

筑
摩
書
房
)
所
収
「
詠
草
m
m
(
百
首
歌
・
当
座
)
第
二
次
歌
集
」
の
「
恋
百
首
」
、
必
。

5 

但
し

『
筒
桜
』
の
筋
の
展
開
は
、
寧
ろ
第
四
十
五
段
に
よ
る
所
が
多
い
。
仙
山
論

「
続
・
二
築
『
闇
桜
』
論
の
た
め
に
」
|
「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
幻
」

昭
62 

ロ
)
参
照
。

6 

「
武
蔵
野
」
第
一
一
編
の
発
行
年
月
日
は
「
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
三
日
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
実
際
は
や
や
遅
延
し
た
。
「
日
記
」
明
お
・

3
-
U
に
「
小
説
雑
誌
む
さ



し
野
出
版
に
な
り
た
り
と
て
一
本
を
あ
た
へ
ら
る
」
と
あ
る
。

7 

そ
の
原
稿
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

8 

「
『
た
け
く
ら
ぺ
」
私
考
」
章
、
一

O
四
ら
一

O
五
頁
。
昭
日
、
桜
楓
社
。

9 

毎
回
良
平
・
和
田
芳
恵
・
樋
口
悦
編
、
昭

ω、
筑
摩
書
房
、
四
七
六
頁
。

10 

土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
、
昭
白
、
岩
波
書
庖
、
六
一
一
一
頁
。

11 

上
回
万
年
・
松
井
筒
治
編
、
大
6
、
富
山
房
・
金
港
堂
出
版
株
式
会
社
。

12 

落
合
直
文
編
・
芳
賀
矢
一
改
修
、
大

ω改
修
、
大
倉
香
庖
。

13 

大
槻
文
彦
編
、
昭
9
、
冨
山
房
。

14 

大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
回
金
五
郎
編
、
昭

ω、
岩
波
書
后
。

15 

日
本
国
語
大
辞
典
刊
行
会
編
、
間
切
、
小
学
館
。

題
意
に
つ
い
て

「
た
け
く
ら
べ
」
な
る
語
は
、

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
と
の
関
わ
り
で

葉
の
脳
裡
に
浮
か
ん
だ
語
で
は
あ
っ
た
が
、

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
の
内
容

が
『
た
け
く
ら
べ
』
の
内
容
に
合
致
す
る
の
は
、
か
な
り
拡
大
解
釈
し
て
も
、
せ

い
ぜ
い
次
の
冒
頭
部
分
だ
け
で
あ
る
。

お
と
な

音
田
舎
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
弁
の
も
と
に
出
で
』
遊
び
け
る
を
、
成
人

に
な
り
た
け
れ
ば
、
男
も
女
も
は
ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
ハ
と
の
女
を
乙
そ
得

(注
l
}

め
と
お
も
ひ
、
女
も
乙
の
男
を
乙
そ
と
思
ひ
っ
h

、

(二

1

2
乙
、
(
四

)
1
(六
)
執
筆
と
同

(注
2
}

時
期
の
、
明
治
二
十
八
年
一
、
二
月
に
執
筆
を
試
み
た
未
完
成
小
説
断
片
、
作
品

一
葉
は
、

『
た
け
く
ら
べ
』

初
『
遠
山
鳥
』
に
、
い
わ
ば
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
と
は
逆
の
結
末
を
、
次

の
通
り
に
記
し
て
い
る
。

か
き
根
一
重
の
隔
で
も
な
き
お
き
な
達
よ
り
、
馴
れ
て
陸
つ
れ
て
遊
び
友
達

の
中
よ
き
が
、
末
は
綴
段
に
押
並
ぶ
殿
様
奥
様
と
も
な
ら
る
h

も
の
な
ら
ず
、

(E)

〈
幼
馴
染
〉
と
い
う
点
は
目
を
眠
る
と
し
て
、

鳥
』
と
同
様
、
寧
ろ
対
立
す
る
形
に
於
い
て
『
伊
勢
物
語
巴
第
二
十
三
段
と
関
わ
っ

『
た
け
く
ら
べ
』
は
、

『
遠
山

て

い

る

の

で

あ

る

。

山

田

有

策

氏

は

、

「

『

伊

勢

物

語

』

で
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
る
が
、
そ
れ
ら
』
少
女
の
死
で
終
る
悲
恋
に
染
め
か
え

(注
3
)

て
い
る
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
が
、

『
闇
桜
』
の
解
説
に
、

『
た
け
く
ら
べ
』
も
亦
同
様
に
、

「
悲
恋
に

染
め
か
え
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
。
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そ
し
て
、
も
し
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
と
の
関
連
で
『
た
け
く
ら
べ
』
の

題
意
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
故
関
良
一
氏
の
、
次
の
如
き
解
釈
が
導
き
出
さ
れ
る

乙
と
に
な
ろ
う
か
。

「
雛
鶏
」
と
い
う
題
で
は
、
子
ど
も
を
主
人
公
と
し
て
い
る
乙
と
は
表
わ
せ
て
も
、

そ
の
「
春
の
め
ざ
め
」
と
か
、
一
葉
に
本
来
的
な
「
幼
馴
染
の
恋
」
と
か
い
う
主
題
は
、

(注
4
)

充
分
に
は
表
わ
せ
な
い
。
そ
乙
で
改
め
て
「
た
け
く
ら
ぺ
」
の
題
が
避
は
れ
た
の
だ
ろ
う
。

「
春
の
め
ざ
め
」
や
「
恋
」
に
つ
い
て
は
一
応
担
て
措
く
と
し
て
、
右
の
御
見

解
に
対
し
て
は
、

『
た
け
く
ら
べ
』
の
登
場
人
物
達
の
間
|
|
就
中
美
登
利
と
信

「
幼
馴
染
」
の
関
係
が
存
在
す
る
の

如
、
或
る
い
は
美
登
利
と
正
太
郎
の
聞
に
、

だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
を
、
懐
か
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。



か紀
州抑
、々

「
年
は
や
う
や
う
数
へ
の
十
四
、
」
(
八
)
の
美
登
利
は
、

(
三
)
か
ら
、
一
体
何
歳
の
時
に
上
京
し
て
来
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

「
生
国
は

ね

ん

な

じ

み

(
三
)
の
美
登
利
の
姉
大
巻
は
、
「
三
年
の
馴
染
」

と
あ
り
、
娼
妓
に
な
っ
て
少
な
く
と
も
三
年
は
経
て
い
る
。
斎
藤
真
一
氏
に
よ
れ

(注
5
)

ば
、
「
明
治
の
法
で
は
、
十
六
歳
か
ら
娼
妓
の
鑑
札
を
受
け
ら
れ
た
」
そ
う
な
の

で
、
十
六
歳
か
ら
三
年
経
っ
て
い
る
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
時
点
で
、
大
巻
は
、

美
登
利
と
五
歳
違
い
の
十
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
斎
藤
氏
は
亦
、
「
明
治
四

お
い
ら
ん

十
四
年
の
統
計
で
み
る
と
二
二

O
三
名
の
遊
女
の
う
ち
、
一
番
多
い
の
が
二
十
一

(注
6
}

歳
、
」
と
も
記
し
て
居
ら
れ
る
。
「
一
番
多
い
」
と
は
、
全
盛
の
年
齢
を
示
す
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
乙
で
、
大
巻
を
二
十
一
歳
と
仮
定
す
れ
ば
、
美
登
利
と

は
七
歳
違
い
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
尤
も
、
明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
四
日
に
娼

(注
7
}

妓
の
許
可
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
八
十
六
歳
時
代
〉
の

全
盛
年
齢
は
、
矢
張
り
そ
れ
よ
り
二
歳
位
は
低
く
見
た
方
が
い
い
と
も
雪
守
え
る
。

す

と

け

ふ

し

ゆ

っ

た

っ

た

う

じ

あ

お

「
過
ぎ
し
故
郷
を
出
立
の
当
時
な
い
て
姉
を
ば

今
が
「
全
盛
」

(
七
)
云
々

送?
りと
しこ
ころ
とで
」一、

美
ヌ主
丘王

手u
l乙
関
し

(
三
)
な
ど
と
あ
り
、
美
登
利

(
八
)
、

「
親
子
三
人
が
旅
衣
」

は
両
親
と
共
に
姉
よ
り
遅
れ
て
上
京
し
た
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。
美
登
利
と
大
巻

と
の
年
齢
差
を
五

1
七
歳
と
し
、
大
巻
が
十
六
歳
の
時
に
売
ら
れ
、
そ
の
後
を
追

う
よ
う
に
美
登
利
達
が
上
京
し
た
と
し
て
も
、
美
登
利
の
上
京
時
の
年
齢
は
九
歳

以
上
に
な
る
。
常
識
的
に
は
、
十
一
歳
位
と
設
定
し
た
い
。
つ
ま
り
、
雲
霜
は
、

吉
原
界
隈
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
最
長
で
も
五
年
程
度
、
常
識
的
な
自
然

さ
に
従
え
ば
、
三
年
位
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
吉
原
界
隈
に
生
ま
れ

育
っ
た
他
の
子
供
達
と
、
「
幼
馴
染
」
と
言
え
る
関
係
に
は
な
い
。
故
前
田
愛
氏

の
お
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
他
の
子
供
達
に
と
っ
て
、
美
登
利
は
「
た
っ
た
ひ
と
り

{
主
8
)

の
よ
そ
も
の
」
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
信
如
と
の
関
係
に
限
っ
て
言
え
ば
、
美
登
利
が
信
如
に
接
近
す
る
の

す
ゑ

は
「
四
月
の
末
つ
方
」
(
七
)
の
運
動
会
の
時
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
三
の
百
の
目

ま
で
、
僅
か
に
七
か
月
弱
の
月
日
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
二
人
の
関
わ
り
は
、
七

か
月
弱
の
間
だ
け
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
「
幼
馴
染
」
な
る
語
を
持
ち
出
す
の
は
、

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
の
色
硝
子
を
透
し
て
『
た
け
く
ら
べ
』
を
見
、
『
た

け
く
ら
べ
』
の
実
際
を
歪
め
て
い
る
と
し
か
、
言
い
よ
う
が
な
い
。

確
か
に
、
一
葉
小
説
の
題
名
の
大
部
分
は
、
和
歌
的
発
想
、
古
典
的
発
想
に
よ
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
発
表
作
だ
け
に
限
定
し
て
も
、
『
闇
桜
』
に
始
ま
っ
て
、

『
別
れ
霜
」
『
た
ま
棒
』
『
五
月
雨
』
『
う
も
れ
木
』
『
経
づ
く
え
戸
『
暁
月
夜
』

『
琴
の
音
』
『
花
と
も
り
』
『
暗
夜
』
『
大
っ
と
も
り
」
『
軒
も
る
月
』
『
ゆ
く

雲
一
』
『
に
と
り
え
』
『
う
っ
せ
み
』
『
十
三
夜
』
『
わ
か
れ
道
』
『
裏
紫
』
『
わ

れ
か
ら
』
|
|
伺
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
『
雪
の
日
』
で
さ
え
、
古
典
的
発
想
の
付

{注
9
)

題
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
唯
一
の
例
外
は
『
乙
の
子
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
、

-5一

未
定
稿
E
で
の
題
表
記
「
此
子
」
を
眺
め
て
い
る
と
、
多
少
は
古
語
的
香
り
が
し

て
来
る
。
ま
た
、
未
完
成
小
説
断
片
、
作
品
必
「
こ
の
文
」
を
思
い
出
し
た
り
し

『
堤
中
納
言
物
語
』
の
「
乙
の
つ
い
で
」
が
連
想
さ
れ
て
来
た
り
す

(注

m)

『
に
と
り
え
』
や
『
裏
紫
』
の
場

て
い
る
と
、

る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
例
え
ば

合
の
如
く
、
題
名
の
典
拠
を
特
定
の
古
典
作
品
に
求
め
、
そ
の
作
品
を
通
し
て
題

意
を
導
き
出
し
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
れ
が
作
品
内
容
の
実
際
か
ら
遊
離
し
て
し
ま

う
倶
れ
が
あ
る
。

せ

故

長

谷

川

時

雨

氏

は

、

「

少

年

少

女

た

ち

の

身

た

け

し

ん

そ

う

長
く
ら
べ
、
心
担
の
た
け
く
ら
べ
、
淡
い
少
年
の
日
の
、
純
真
な
、
初
恋
の
思
い

(
注
日
)

の
た
け
と
い
う
意
味
も
ふ
く
め
た
題
名
で
あ
る
よ
と
解
説
さ
れ
た
が
、
こ
れ
亦
、

『
た
け
く
ら
べ
』
の
題
意
を
、



『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
の
、
贈
歌
解
釈
の
異
説
を
加
味
し
て
み
た
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
る
。

勿
論
、
「
た
け
く
ら
べ
」
と
は
、
向
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
、
八
背
丈
比
べ
〉
の

意
で
あ
る
。
我
々
は
、
と
り
あ
え
ず
、
次
の
、
森
三
千
代
氏
の
素
直
な
解
釈
か
ら

出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
マ
マ
-

u

p

s

h

頃

と

も

ど

う

し

た
け
く
ら
べ
と
い
う
の
は
、
せ
い
く
ら
べ
の
乙
と
で
、
幼
い
友
だ
ち
同
士
が
、

そ

だ

い

み

だ
け
大
き
く
な
っ
た
と
せ
い
く
ら
べ
を
し
な
が
ら
育
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。

(
注
ロ
)

た
け
く
ら
べ
』
の

ど
れ

(
『
少
女
世
界
文
学
全
集
幻

「
解
説
」
)

「
せ
い
く
ら
べ
」
で
勝
っ
た
子
供
は
、
そ
の
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

負
け
た
子
供
は
、
悔
や
し
が
り
、
自
分
の
背
丈
が
、
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で

も
高
く
な
る
よ
う
、
心
か
ら
願
う
。
乙
の
場
合
、
背
丈
が
伸
び
る
こ
と
は
、
大
人

「
せ
い
く
ら
べ
」
で
、
大
人
へ
の
接
近
度

に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。
子
供
達
は
、

を
競
う
の
で
あ
る
。

『
た
け
く
ら
べ
』
は
、
ま
ず
(
一
)
章
で
、
こ
の
界
隈
の
子
供
達
が
、
吉
原
遊

廓
の
影
響
に
よ
っ
て
、
み
な
早
熟
で
あ
る
こ
と
を
、
前
提
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

ほ
う
づ
き

「
十
五
六
の
小
痛
な
る
が
、
酸
摂
ふ
く
ん
で
此
姿
は
と
目
を
ふ
さ
ぐ
人
も
あ
る
べ

「
乙
れ
に
染
ま
ら
ぬ
子
供
も
な
し
、
」

し
、
」

「
十
五
の
少
年
が
ま
せ
か
た
恐
ろ

し
、
」
「
教
師
の
苦
心
さ
こ
そ
と
思
は
る
〉
」
・
な
ど
と
あ
る
。
女
の
子
児
限
れ
ば
、

む

す

め

と

い

づ

E

き
ら
よ
う

E
ろ

E
の

う

ら

や

か

〈

や

「
娘
の
子
は
伺
処
に
も
貴
重
が
ら
る
〉
頃
な
れ
ど
、
此
あ
た
り
の
裏
屋
よ
り
赫
突

ひ

め

E

と

そ

の

れ

い

姫
の
う
ま
る
〉
事
其
例
お
ほ
し
、
」

E
し
ゆ
っ
ぜ

に
な
っ
て
「
御
出
世
」

(
八
)
と
い
う
訳
で
、
親
か
ら
、
早
く
大
人

(
八
)
し
、
金
蔓
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
「
姉

め
き
、

な
る
人
が
身
売
り
の
当
時
、
鑑
定
に
来
た
り
し
楼
の
主
が
誘
ひ
に
ま
か
せ
、
此
地

た
つ
き

に
活
計
も
と
む
と
て
親
子
三
人
が
旅
衣
、
た
ち
出
し
は
此
訳
、
そ
れ
よ
り
奥
は
伺

な
れ
や
、
」
(
三
)
と
い
う
美
登
利
が
ま
さ
し
く
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

子
供
達
自
ら
も
願
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
田
辺
(
伊
東
)
夏
子
は
、
次
の

よ
う
な
一
葉
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

大
音
寺
前
に
住
ん
で
ゐ
た
時
「
あ
の
辺
で
は
玉
の
や
う
な
性
質
の
女
の
子
が
吉
原
で

全
盛
に
な
る
の
が
、
一
審
の
親
孝
行
だ
と
思
ふ
て
ゐ
る
の
よ
」
と
感
慨
深
か
さ
う
に
、

{
注
日
)

言
ふ
て
ゐ
ま
し
た
。
(
「
二
祭
の
億
ひ
出
」
|
『
二
築
の
憶
ひ
出
』
)

こ
れ
は
、
ま
さ
に
美
登
利
そ
の
も
の
で
あ
る
。
(
八
)
章
に
、
姉
の
「
今
日
此

頃
の
全
盛
に
父
母
へ
の
孝
養
う
ら
や
ま
し
く
」
云
々
と
あ
る
が
、

こ
の
事
は
、
未

定
稿
B
E
3
(
そ
の
六
)
に
、
次
の
如
く
、
更
に
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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姉
さ
ん
が
孝
行
を
見
な
ら
ふ
て
も
、
や
が
て
の
出
世
を
心
が
け
て
く
れ
と
常
日
頃
母

が
教
へ
、
ヱ
h

年
の
ゆ
か
ぬ
が
無
念
な
、
姉
さ
ん
に
孝
行
を
先
へ
取
ら
れ
た
、
我
れ
と

て
も
心
は
怒
れ
に
お
と
る
べ
き
、

さ
ん
に
は
甘
き
物
そ
へ
て
酒
の
ま
せ
、
母
さ
ん
の
ほ
め
詞
き
〉
た
や
、
あ
h

年
が
取
た

中
略
)
其
時
乙
そ
は
美
登
利
が
孝
行
の
し
時
、
父

ぃ
、
孝
行
が
し
た
い
と
夢
の
ま
も
わ
す
れ
ぬ
は
と
れ

正
太
郎
も
亦
、
次
の
如
く
、
情
け
な
い
将
来
像
を
胸
に
し
て
、
大
人
願
望
を
強

く
懐
い
て
い
る
。

お

い

も

す

乙

に

お

と

仕

か

ぱ

た

や

吃

ん

な

か

，

、

そ

で

O
己
ら
だ
っ
て
も
簸
少
し
経
て
ば
大
人
に
な
る
の
だ
、
蒲
田
屋
の
E
那
の
や
う
に
角
袖

ぐ

わ

い

と

う

信

広

島

お

ば

あ

し

ま

き

ん

ど

げ

い

も

ら

ゆ

ぴ

わ

外
套
か
何
か
着
て
ね
、
祖
母
さ
ん
が
仕
舞
っ
て
お
く
金
時
計
を
貰
っ
て
、
そ
し
て
指
輪



ま

き

た

ば

巴

す

は

も

の

信

に

よ

お

い

げ

た

も
乙
し
ら
へ
て
、
巻
煙
草
を
吸
っ
て
、
履
く
物
は
何
が
宜
か
ら
う
な
、
己
ら
は
下
駄
よ

曾

っ

た

す

ま

い

う

ら

し

ゆ

ら

ん

は

信

お

は

信

ー

あ

り
雪
駄
が
好
き
だ
か
ら
、
三
枚
裏
に
し
て
繍
珍
の
鼻
緒
と
い
ふ
の
を
履
く
よ
、
似
合
ふ

だ
ら
う
か
と
言
へ
ば
、
(
十
一
)

ぱ

か

い

い

-

マ

マ

-

そ

お

い

お

治

信

乙

ん

包

い

O
馬
鹿
を
言
っ
て
居
ら
あ
、
夫
れ
ま
で
に
は
己
ら
だ
っ
て
大
き
く
成
る
さ
、
此
様
な
小

つ
ぽ
け
で
は
居
な
い
と
威
張
る
に
、
(
同
)

し

よ

う

た

ひ

と

ま

じ

め

信

れ

い

め

た

ま

き

み

ど

O
正
太
は
独
り
真
面
目
に
成
り
て
、
例
の
目
の
玉
を
ぐ
る
ぐ
る
と
為
せ
な
が
ら
、
美
登

だ

ん

い

-

マ

マ

-

だ

お

と

位

低

も

の

信

お

い

利
さ
ん
は
冗
談
に
し
て
居
る
の
だ
ね
、
誰
れ
だ
っ
て
大
人
に
成
ら
ぬ
者
は
無
い
に
、
己

伝

ぜ

毎

れ

い

よ

め

も

ら

つ

あ

{

マ

マ

-

ゃ

う

ら
の
吾
一
一
口
ふ
が
伺
故
を
か
し
か
ら
う
、
奇
麗
な
嫁
さ
ん
を
貰
っ
て
連
れ
て
歩
る
く
様
に
成

る
の
だ
が
な
あ

同

以
上
の
他
に
も
、
美
登
利
、
正
太
郎
、
そ
れ
に
、
小
学
高
等
科
の
生
徒
で
あ
り

(
十
三
)
章
で
は
吉
原
遊
廓
か
ら
朝
帰
り
と
い
う
長
吉
の
、
見
様
見
真
似

の
〈
大
人
ぷ
り
〉
は
、
随
所
に
描
か
れ
て
い
る
。

乍
ら

「
片
一
方
は
遊
廓
、
片
一
方
は
子
供
社

(注
U
}

会
の
ひ
と
つ
の
帰
属
の
場
と
し
て
の
学
校
、
と
い
う
図
式
」
を
設
定
し
て
居
ら
れ

る
。
乙
れ
は
、
寧
ろ
、
親
に
代
表
さ
れ
る
吉
原
界
隈
の
大
人
社
会
対
学
校
と
い
う

一
戸
松
泉
氏
は
、

『
た
け
く
ら
べ
』
に
、

対
立
の
図
式
1
1
そ
れ
も
、
大
入
社
会
が
学
校
を
か
な
り
侵
し
て
い
る
姿
を
見
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
兎
も
あ
れ
、
学
校
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
一
つ
の
、
し
か
し

重
要
な
場
で
あ
る
。
然
る
に
、
(
五
)
章
で
与
え
ら
れ
た
八
恥
辱
〉
が
直
接
の
原

因
と
な
っ
て
、
(
六
)
章
で
美
登
利
は
学
校
を
や
め
て
し
ま
う
。
(
七
)
章
に

が

つ

か

う

か

よ

E
と

わ

が

ほ

ん

ぜ

う

「
こ
れ
よ
り
学
校
へ
通
ふ
事
お
も
し
ろ
か
ら
ず
、
我
ま
h

の
本
性
あ
な
ど
ら
れ
し

く

や

し

{

マ

マ

-

ぜ

き

ひ

つ

を

す

み

ほ

ん

そ

ろ

ば

ん

が
口
惜
し
さ
に
、
石
筆
を
折
り
墨
を
す
て
、
書
物
も
十
露
盤
も
入
ら
ぬ
も
の
に

し
て
、
」
云
々
と
あ
る
が
、
未
定
稿
で
は
、
そ
の
部
分
に
、
更
に
「
あ
と
を
慕
ふ

て
退
校
の
生
徒
七
八
人
い
づ
れ
の
親
様
方
も
格
別
乙
言
は
申
さ
ぬ
如
な
り
。
」
(
補

遺

E
)
と
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
信
如
も
亦
、
末
尾
で
、
来
年
卒
業
予
定
の
小
学

高
等
科
を
中
退
し
、
乙
こ
で
言
う
「
学
校
」
と
は
異
な
る
職
業
学
校
|
|
「
坊
さ

(

注

目

)

仕

に

が

〈

り

ん

だ

い

犯

し

よ

う

(
十
六
)
の
「
伺
が
し
の
学
林
」
(
同
)
に
転
じ
て
、
父
「
大
和
尚
」

ん
学
校
」

(
九
)
の
あ
と
を
追
う
道
に
入
っ
て
し
ま
う
。
小
学
高
等
科
に
行
っ
て
い
な
い
三

五
郎
や
団
子
屋
の
背
高
は
、
暮
ら
し
の
為
に
、
既
に
大
人
同
様
の
苦
労
を
背
負
わ

お

ら

い

ね

ん

き

わ

も

の

や

さ
れ
て
い
る
。
団
子
屋
の
背
高
の
貧
し
い
夢
は
、
「
己
れ
は
来
年
か
ら
際
物
屋
に

か

ね

そ

も

か

ゆ

な
っ
て
お
金
を
こ
し
ら
へ
る
の
だ
か
ら
、
夫
れ
を
持
っ
て
買
ひ
に
行
く
の
だ
」

(
十
四
)
と
あ
り
、
小
金
を
溜
め
て
美
登
利
を
買
い
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
『
た
け
く
ら
べ
』
の
子
供
達
に
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
し
て
の
思
春
期
が

与
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
等
は
、
自
ら
望
ん
で
、
大
人
へ
、
大
人
へ
と
、

そ
れ
も
、
親
達
に
よ
っ
て
運
命
的
に
用
意
さ
れ
て
い
る
み
じ
め
な
大
人
へ
と
、
直

進
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
八
大
人
へ
の
哀
れ
な
競
い
合
い
〉
|
|
乙
れ
が
、

「
せ
い
く
ら
べ
」
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
『
た
け
く
ら
べ
』
の
題
意
で
あ
ろ
う
。
そ

-7一

の
意
味
で
、
青
木
一
男
氏
の
次
の
御
指
摘
は
、
貴
重
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
。

「
た
け
く
ら
ぺ
」
に
登
場
す
る
少
年
少
女
の
成
長
は
実
に
速
や
か
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に

(
注
凶
)

(
『
た
け
く
ら
べ
研
究
」
)

成
長
く
ら
べ
の
観
を
呈
し
て
い
る
。

小
学
高
等
科
を
第
四
級
修
了
時
点
(
つ
ま
り
、
高
等
科
に
進
級
レ
て
半
年
め
)

で
中
退
し
た
一
葉
は
、
そ
の
経
緯
を
、
日
記
に
、
次
の
通
り
に
記
し
た
。

十
二
と
い
ふ
と
し
学
校
を
や
め
け
る
が
そ
ハ
母
君
の
意
見
に
て
女
子
に
な
が
く
学
問

を
さ
せ
な
ん
ハ
行
々
の
為
よ
ろ
し
か
ら
ず
針
仕
事
に
で
も
学
ば
せ
家
事
の
見
な
ら
ひ
な
ど



さ
せ
ん
と
て
成
き

父
君
は
し
か
る
べ
か
ら
ず
猶
今
し
ば
し
と
争
ひ
給
へ
り

汝
が
思

ふ
処
ハ
如
何
に
と
問
ひ
給
ひ
し
も
の
か
ら
猶
生
れ
得
て
乙
h

ろ
弱
き
身
に
て
い
づ
方
に

も
/
t
¥
定
か
な
る
乙
と
い
ひ
難
く
死
ぬ
斗
悲
し
か
り
し
か
ど
学
校
は
止
に
な
り
け
り

二
重
之
中
」
明
お
・

8
・

mの
後
記

4
b
B
ν

、
『
た
け
く
ら
べ
』
に
、

一
葉
自
身
の
体
験
な
り
、
心
情
な
り
が
移
入
さ

一
葉
の
青
春
が
投
影
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

〈
青
春
〉
の
無
か
っ
た
一
葉
の
哀
し
み
、
早
く
か
ら
戸
主
と
し
て
一
家
を
背
負
わ

(
注
げ
}

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
一
葉
の
恨
み
が
、
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
田
有
策
氏
は
、
「
一
葉
は
一
足
と
び
に
大
人
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
己

(

注

目

)

し

ょ

く

れ
の
生
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
「
お
職

と

ほ

あ

ね

み

う

つ

ら

か

ず

し

を
徹
す
姉
が
身
の
、
憂
い
の
愁
い
の
数
も
知
ら
ね
ば
、
」
(
八
)
と
い
う
美
登
利

が
、
「
此
処
志
ば
ら
く
の
怪
し
き
現
象
」
(
十
六
)
|
|
初
期
を
契
機
に
教
え
ら

{注

ω)

い

お

と

信

れ
た
娼
妓
の
伺
た
る
か
に
衝
撃
を
受
け
て
心
に
叫
ぶ
「
ゑ
〉
嫌
や
/
¥
、
大
人
に

信

ぜ

と

成
る
は
嫌
ゃ
な
事
、
何
故
此
や
う
に
年
を
ば
重
る
、
」
(
十
五
)
と
い
う
悲
鳴
は
、

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
持
ち
得
な
か
っ
た
一
葉
の
声
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

2宝
引
用
は
、
樋
口
家
に
あ
っ
た
大
橋
新
太
郎
編
『
日
本
文
学
全
書

第
一
一
編

竹
取

物
語

伊
勢
物
語

紫
式
部
日
記

住
吉
口
物
語

徒
然
草
』

(
明
犯
、
博
文
館
)
所

収
の
萩
野
由
之
/
落
合
直
文
/
小
中
村
義
象
校
「
伊
勢
物
語
」
に
よ
る
。

2 

塩
田
良
平
・
和
田
芳
恵
・
樋
口
悦
編
『
樋
口
一
葉
全
集

(昭
M
W
、
筑

第
二
巻
』

摩
書
房
)
の
〔
補
注
〕

七
五
頁
、
野
口
碩
執
筆
)
に
従
う
。

3 

山
固
有
策
「
作
品
小
事
典
」
の
「
闇
桜
」
項
|
回
中
澄
江
・
円
地
文
子
訳
『
明
治
の

古
典
3

た
け
く
ら
べ

に
と
り
え
』

(
回
日
、
学
研
)
。

4 

前
出
『
樋
口
一
葉

考
証
と
試
論
』
の
「
『
た
け
く
ら
ぺ
』
の
趣
向
」
章
、
二
四

五
頁
。

5 

斎
藤
真
一

お
い
ら
ん

昭
印
、
河
出
書
房
)
の
「
遊
女
の
暮
し
」

『
明
治
吉
原
細
見
記
』

六
四
頁
。

6 

力日
藤
秀
俊
他「
『遊R
追女え
補の
明年
治齢
L-

大積
正

昭二
和一
世頁
J:H 

史
』ー

(昭
U
追
補
、
社
会
思
盟
社
)
、

前
向
書

7 

一四

O
頁
に
よ
る
。

8 

前
回
愛
『
樋
口
一
葉
の
世
界
』

「
子
ど
も
た
ち
の
時
間

l
l

昭
日
、
平
凡
社

『
た
け
く
ら
べ
』
試
論
|
|
」
章
「
4
」
、
ニ
七
六
頁
。

9 

拙
論
「
一
葉
『
雪
の
日
』
論
考
(
上
)
」

l
「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
初
」
(
昭

ω
・
ロ
)
参
照
。

-8-

10 

『
裏
紫
』
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
『
裏
紫
(
上
)
』
ノ

l
ト
」
|
『
梅
花

女
子
大
学
関
学
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』

昭

ω)
参
照
。

11 

長
谷
川
時
雨
『
一
葉
小
説
全
集

(
昭
位
、
宝

附
巻

一
葉
評
釈

一
葉
評
伝
』

文
館
)
の
「
一
葉
評
釈
」
、
七
七
頁
。

12 

昭
初
、
借
成
社
。
三
一
三
頁
。

13 

昭
お
、
潮
鳴
会
。
八
頁
。

14 

「
共
同
討
議

樋
口
一
葉
の
作
品
を
読
h
u
」
(
「
国
文
学
」
昭

ω・
m)
で
の
発
言
。

15 

初
出
の
「
文
学
界
」
第
三
十
七
号
で
は
、

十
六
)
が
、
誤
っ
て
、
重

十
五

ね
て
(
十
三
)

十
四
)
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
正
し
て
表
記
し
た
。

16 

昭
灯
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
。
「
『
た
け
く
ら
ぺ
』
鑑
賞
」
章
「
十
六
」
、
四
三
頁
。

17 

一
葉
の
戸
主
相
続
は
数
え
年
十
七
歳
の
明
治
二
十
一
年
、
父
則
義
の
病
死
は
そ
の

翌
年
。



18 

前
回
愛
編
『
全
集
樋
口
一
葉

小
説
編
ニ
』

(
昭
日
、
小
学
館
}
の

第
二
巻

「
た
け
く
ら
ぺ
」
扉
裏
解
説
、
六
頁
。

19 

〈
初
庖
説
(
水
揚
説
)
〉
は
採
ら
な
い
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
"
『
た
け
く
ら
べ
』

を
め
ぐ
っ
て
」

(
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
郎
・

2
)
参
照
。
な
お
、
つ
い
で
に
記
せ
ば
、

母
親
の
湧
か
す
風
呂
は
、
乙
の
日
の
化
粧
を
溶
と
す
と
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
雛
鶏
」
と
い
う
原
題

明
治
二
十
八
年
一
月
三
十
日
付
発
行
「
文
学
界
」
第
二
十
五
号
に
発
表
さ
れ
た

『
た
け
く
ら
べ
』
第
一
回
掲
載
分
、

さ
れ
て
い
る
題
名
「
雛
鶏
」
は
、

(一

)
1
2
一
)
に
対
応
す
る
未
定
稿
に
付

『
た
け
く
ら
べ
』
の
原
題
と
さ
れ
て
い
る
。
乙

の
「
雛
鶏
」
の
題
意
に
つ
い
て
、
故
関
氏
は
、
次
の
知
き
種
々
の
御
解
釈
を
提
起

さ
れ
た
。

① 

乙
の
小
説
は
、
は
じ
め

ーー可

雛
鶏
Lー

と
命
(名
ーさ
Tこれ
け Tこ
く.

らこ
Jミ ~L

/は
十「

言Z
肝苧E
L二ニーち
L-

と
い
う
く
ら
い
の
た
と
え
で
あ
ろ
う
。

② 

「
雛
鶏
」
と
い
う
題
名
は
、
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
る
学
校
の
名
が
「
雛
鳳
舎
」

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
乙
と
と
見
合
っ
て
い
る
が

(
「
『
た
け
く
ら
べ
』
の
趣
向
」
|
『
樋
口
二
世
間

(注
2
}

考
証
と
試
論
』
)

③ 

『
源
氏
物
語
』
の
婦
女
童
蒙
向
け
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
『
雛
鶴
源
氏
』

あ
る
い
は

と
い
う
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
そ
れ
か
ら
の
連
盟
が
働
い
て
い
た
の
か
も
知
れ

p
h

、o
''一
'LV

前
向

① 

あ
る
い
は
、
一
葉
は
花
鳥
風
月
の
歌
人
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
単
純
な
説
明
も
、
ま
っ

た
く
無
意
味
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

前
向

⑤ 

令

A
h唱

近
松
半
二
ら
の
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」
の
可
憐
な
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
で
あ
る
太
宰
少

弐
国
人
の
娘
「
雛
鳥
」
の
名
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

前
向

⑤ 

主
人
公
「
美
登
利
」
の
悌
が
大
き
く
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

L、。

前
向

⑦ 

間
育
さ
れ
る
囚
わ
れ
の
身
の
上
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

前
同

明
治
十
四
年
の
藤
田
吉
右
衛
門
編
『
新
吉
原
細
見
記
』
に
よ
る
と
、
越
後
屋
、

品
川
屋
、
新
福
岡
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
「
雛
鳥
」
名
の
娼
妓
が
い
る
。
明
治
十
五
年
の

安
田
安
五
郎
編
『
吉
原
細
見
』
で
も
、
品
川
屋
と
新
福
岡
屋
に
「
雛
鳥
」
名
の
娼

(注
3
)

妓
が
い
る
。
明
治
二
十
年
の
竹
内
斎
次
郎
『
吉
原
細
見
記
』
で
は
、

「
雛
鳥
」
名

の
娼
妓
が
、
三
州
楼
、
品
川
楼
、
福
岡
楼
、
北
越
楼
、
八
幡
楼
の
そ
れ
ぞ
れ
に
い

て
、
五
名
に
殖
え
て
い
る
。
「
鶏
」
で
な
く
「
鳥
」
で
は
あ
る
が
、

-9-

「
雛
鳥
」
は
、

娼
妓
の
、

一
般
的
な
源
氏
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
な
の
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
、
「
雛
鶏
」
と
い
う
付
題
と
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

(

注

4

}

(

注

5
}
(
注
6
}
(
注
7
)

雛
」
も
一
般
的
な
源
氏
名
で
あ
り
、
ま
た
、
「
雛
鶴
」
「
雛
」
「
雛
袖
」
「
雛

(注
8

)

{

注
9
)

綾
」
「
雛
菊
」
と
い
う
源
氏
名
も
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
故
関
氏
の
御
解
釈
の
中
で
は
、
特
に
①
と
⑦
と
が
注
目
に
値
す
る
。

『
た
け
く
ら
べ
』
(
一
)
と
同
様
、
『
雛
鶏
』
も
、
吉
原
遊
廓
に
関
わ
っ
て
生

き
て
い
る
「
大
音
寺
前
」
の
貧
し
い
人
達
の
、
鷲
神
社
の
熊
手
の
内
職
作
り
の
説

「
大
鳥
大
明
神
様
」
は
金
銭
の
神
で
あ
り
、
欲
望
の
神
で
あ
る
。

明
に
始
ま
る
。

い
わ
ば
吉
原
遊
廓
の
守
護
神
で
あ
る
。
そ
の
支
配
下
に
あ
る
住
人
の
子
供
達
の
通

い
〈
ゑ
い
-
マ
マ
}

う
私
立
小
学
校
の
名
が
、
『
た
け
く
ら
べ
』
(
こ
で
は
「
育
英
舎
」
に
改
め

ら
れ
る
が
、
『
雛
鶏
』
で
は
「
雛
鳳
舎
」
に
な
っ
て
い
る
。

「
雛
鳳
」
と
は
〈
鳳



(
お
お
と
り
)
の
雛
〉
で
あ
る
。
将
来
「
鳳
」
と
な
る
べ
き
子
供
達
、
つ
ま
り
、

{
注
叩
)

〈
秀
レ
タ
子
弟
〉
の
意
で
あ
る
。
そ
の
点
、
「
育
英
舎
」
の
「
育
英
」
の
意
と
、
さ

し
て
相
違
は
な
い
。
し
か
し
、
一
葉
は
、
〈
大
鳥
の
神
の
支
配
下
に
あ
る
子
供
達
〉

の
意
を
も
込
め
て
、

「
雛
鳳
」
の
名
を
用
意
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し

て、

「
雛
鳳
」
は
も
と
よ
り
、

「
雛
鳥
」
な
ら
ぬ
「
雛
鶏
」
な
る
付
題
は
、
美
登

「
鶏
」
に
し
か
な
り
得
ぬ
運

利
を
中
心
と
す
る
子
供
達
が
、

命
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
表
現
し
よ
う
と
意
図
し
た
結
果
の
も

「
鳳
」
ど
こ
ろ
か
、

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
〈
金
銭
の
非
情
な
論
理
に
縛
ら
れ
、
運
命
的
に
、
所
詮
は

鶏
に
し
か
な
れ
ぬ
子
供
達
〉
の
意
を
、
乙
の
題
に
認
め
た
い
。
尤
も
、
正
太
郎
は
、

「
廓
内
の
大
き
い
楼
に
も
大
分
の
貸
付
が
あ
る
ら
し
」
(
『
た
け
く
ら
べ
』
《
四
》
)

い
「
質
屋
の
く
づ
れ
の
高
利
貸
」
(
「
雛
鶏
』
第
二
回
)
の
跡
継
ぎ
で
あ
り
、

「
公
立
」
(
同
)
の
学
校
へ
通
っ
て
い
て
、
「
雛
鳳
舎
」
に
は
通
っ
て
い
な
い
。

だ
が
、
既
述
の
通
り
、
〈
情
け
な
い
将
来
像
〉
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

「
雛
鶏
」
の
例
外
に
は
な
ら
な
い
。

点
で
、

『
雛
鶏
』
か
ら
『
た
け
く
ら
べ
』
へ
の
改
変
は
、
毘
え
写
実
的
傾
向

か
ら
持
情
的
傾
向
へ
の
、
作
風
の
転
換
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の

さ
て
、

通
り
で
あ
る
。

O
「
た
け
く
ら
べ
」
の
方
が
芸
術
的
価
値
は
高
い
が
、
写
実
性
は
乙
の
「
原
型
」
の
方

(
注
目
)

摘出
m改
訂
版
』
)

に
あ
る
。

{
盟
国
良
平
『
樋
口
一
葉
研
究

O
か
な
り
具
体
的
・
現
実
的
で
あ
っ
た
「
雛
鶏
」
の
世
界
か
ら
、
乙
れ
が
抽
象
し
捨
象
さ

れ
て
、
や
が
て
純
粋
領
域
と
し
て
「
た
け
く
ら
ぺ
」
の
世
界
が
浪
漫
的
野
情
的
に
漸
次
展

(
注
ロ
)

』
木
村
真
佐
幸
『
一
葉
文
学
成
立
の
背
景
』
)

関
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が

故
坦
田
博
士
の
御
見
解
は
、

『
た
け
く
ら
べ
』

(四

)
1
(十
二
)
の
未
定
稿

断
片
群
を
も
『
雛
鶏
』
と
一
括
し
て
「
た
け
く
ら
べ
原
型
」
と
名
付
け
、
そ
の
全

て
が
『
た
け
く
ら
べ
』
(
一

)
1
2
一
)
の
第
一
回
発
表
分
に
先
ん
じ
て
試
作
さ

れ
た
と
仮
定
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
木
村
氏
の
受
口
は
、

「
た
け
く
ら
べ
原
型
」

H

『
雛
鶏
』
と
誤
認
し
て
居
ら
れ
る
。

(四

)
1
(十
二
)
の
『
た
け
く
ら
べ
』
未

定
稿
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
よ
り
前
の
発
表
単
位
部
分
が
定
稿
と
し
て
完
成
し

{
注
目
)

た
後
に
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
通
り
の
制
作
経
過
と
な
る
。

『
雛
鶏
』

1
・
『
た
け
く
ら
べ
』

(一

)
1
-
一
}
二
↓
『
た
け
く
ら
ぺ
』

四

)
1
(
六

の
未
定
稿
↓
『
た
け
く
ら
べ
』

四
)
1
(
六
}
↓
『
た
け
く
ら
ぺ
』

七

/¥ 

の
未
定
稿
↓
『
た
け
く
ら
べ
』

七

八
』
↓
『
た
け
く
ら
ぺ
』

九

十
}
の

未
定
稿
↓
『
た
け
く
ら
ぺ
』

-10一

九

十
)
↓
『
た
け
く
ら
ぺ
』

十

(
十
二
)

の
未
定
稿
↓
『
た
け
く
ら
ぺ
』

十

(
十
四
)
↓
(
十
五
)

(
十
一
一
)
↓
(
十
三
)

十
六

右
に
、
木
村
氏
の
仰
言
る
「
具
体
的
・
現
実
的
」

関
係
を
適
用
す
れ
ば
、
次
の
通
り
に
な
る
。

「
浪
漫
的
野
情
的
」
と
い
う

具
体
的

現
実
的

浪
漫
的
持
情
的

具
体
的

現
実
的

浪
漫
的
野
情
的

呉

簡

現
実
的
↓
浪
漫
的
野
情
的
↓
具
体
的
・
現
実
的
↓
浪
漫
的
野
情
的
↓
具
体
的
・
現
実
的

↓
浪
漫
的
野
情
的

乙
の
〈
変
化
〉
を
〈
作
風
の
展
開
〉
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
〈
具
体
的
・
現
実
的

↓
浪
漫
的
野
情
的
〉
の
展
開
ば
か
り
で
な
く
、
八
浪
漫
的
行
情
的
↓
具
体
的
・
現



実
的
〉
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
前
に
、
第
て
そ
の
よ

う
な
〈
作
風
〉
の
激
し
い
繰
り
返
し
〈
変
化
〉
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
必
要
に
な
っ

て
来
る
。
『
た
け
く
ら
べ
』
の
〈
未
定
稿
↓
定
稿
〉
に
見
ら
れ
る
八
変
化
〉
は
、
具
体
的

な
叙
述
で
草
稿
を
試
み
、
そ
れ
を
定
稿
化
す
る
に
際
し
、
暗
示
的
な
表
現
に
改
変

す
る
と
い
う
、
一
葉
の
小
説
制
作
過
程
陀
見
ら
れ
る
一
般
的
傾
向
と
し
て
解
釈
し

得
る
。
〈
作
風
〉
の
転
換
で
は
な
く
、

一
葉
の
小
説
制
作
の
方
法
・
技
術
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
。
或
る
い
は
、
小
説
観
の
問
題
で
も
あ
る
。
題
名
だ
け
に
つ
い
て

言
え
ば
、

「
雛
鶏
」
か
ら
「
た
け
く
ら
べ
」
へ
の
改
変
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
行

『
に
と
り
え
』
に
於
け
る
「
も
の
ぐ
る
ひ
」

わ
れ
た
と
い
う
性
質
を
有
し
、

{注
M
)

ゆ
づ
り
」
か
ら
の
改
変
と
、
似
た
事
情
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ー「

親

「
雛
鶏
」
の
題

「
た
け
く
ら
べ
」
の
基
本
的
題
意
を
よ
り
具
体
的
に
含
ん
で
い
る
も
の
と

し
て
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

意
は
、尤

も
、
藤
井
公
明
氏
は
、
次
の
通
り
に
述
べ
て
居
ら
れ
る
。

『
た
け
く
ら
ぺ
』
の
未
定
稿
に

『
雛
鶏
』
が
あ
る
。

(
中
略
)
乙
の
時
の
一
葉
の

頭
に
あ
っ
た
小
説
の
世
界
は
、
現
在
の
『
た
け
く
ら
ぺ
』
と
は
、
か
な
り
ち
が
っ
た
も

の
で
、
つ
ま
り
吉
原
界
隈
の
貧
民
街
や
子
供
た
ち
を
、
も
っ
と
写
実
的
に
、
も
っ
と
市

弁
物
的
に
描
く
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

(
注
目
)

(
『
樋
口
一
葉
研
究
』
)

し
か
し
、
〈
未
定
稿
↓
定
稿

V
に
見
ら
れ
る
一
葉
小
説
の
表
現
的
変
化
の
特
性

に
気
付
く
な
ら
ば
、
藤
井
氏
の
御
指
摘
の
一
部
は
、
『
雛
鶏
』
と
『
た
け
く
ら
べ
』

『
雛
鶏
』
の
完
成
度
が
後

と
の
相
違
と
し
て
捉
え
る
べ
き
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。

の
未
定
稿
群
に
比
し
て
高
い
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、
中
途
に
四
か
月
、
二
か
月

{
注
防
}

と
い
う
二
度
の
休
載
期
聞
を
有
す
る
『
た
け
く
ら
べ
』
そ
の
も
の
の
、
制
作
過
程

に
於
け
る
変
貌
と
し
て
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
性
質
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
よ
う

に
思
え
る
。
そ
の
こ
と
を
、
題
名
に
限
っ
て
言
え
ば
、

「
雛
鶏
」
の
題
意
か
ら
出

発
し
た
「
た
け
く
ら
べ
」
の
題
意
は
、
作
の
進
行
に
つ
れ
て
、

「
雛
鶏
」
の
題
意

を
土
台
と
し
乍
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
律
し
き
れ
ぬ
題
意
を
含
む
に
至
る
、
と
い

う
乙
と
に
な
る
。

i主
前
出
書
、

「
た
け
く
ら
ぺ
」
編
の
「
解
説
と
鑑
賞
」
章
、
一

O
ニ
頁
。

2 

「前
序出
L-、

末こ
に四
ーー可

花み頁
柳;
の以
文上下
字じ
Ir..① 
縁Eま
あげで
るこ
四
四
頁

「
美
登
利
」
名

-11-

3 

み
ど
り
記
」
と
あ
る
。

設
定
理
由
に
関
わ
る
内
容
か
も
知
れ
な
い
。

4 

明
M
『
新
吉
原
細
見
記
』
で
は
、
泉
屋
、
越
河
屋
、
鶴
吉
屋
、
藤
本
屋
に
、
明
日

、
新

『
吉
原
細
見
』
で
は
、
小
松
屋
越
後
屋
、
鶴
吉
屋
、
中
米
屋
、
福
岡
屋
、
藤
本
屋
、

平
大
黒
屋
に
、
明
初
『
吉
原
細
見
記
』
で
は
、
梅
万
楼
、
玉
宝
来
楼
、
鶴
吉
楼
、
松

岡
楼
に
い
る
。

5 

明
初
『
吉
原
細
見
記
』
で
は
、
杉
一
戸
楼
、
宝
様
に
い
る
。

6 

明
初
『
吉
原
細
見
記
』
で
は
万
年
後
に
い
る
。

7 

明
初
『
吉
原
細
見
記
』
で
は
越
川
様
に
い
る
。

8 

明
日
『
吉
原
細
見
』
で
は
越
川
屋
に
い
る
。

9 

明
日
『
吉
原
細
見
』
で
は
八
幡
屋
に
い
る
。

小
川
環
樹
他
編
『
角
/
川
新
字
源
』

「
将
来
有
望
な
子

10 

間
的
旬
、
角
川
書
活
)
に

弟
の
た
と
え
。
す
ぐ
れ
た
子
弟
。
」
と
あ
る
。



11 

前
出
書

「
第
七
章

福
山
町
時
代
」

「
第
三
節

光
芭
燦
然
」

ーー、

『
た
け

く
ら
べ
』
の
成
立
」
、
六
二
九
頁
。

12 

昭
日
、
桜
楓
社
。

「
第
七
章
『
雛
鶏
』
と
『
た
け
く
ら
べ
』
の
位
相
」

「八」

一
九
七

1
一
九
八
頁
。

13 

拙
論
「
『
た
け
く
ら
ぺ
』
制
作
過
程
考
|
|
『
た
け
く
ら
べ
』
研
究
稿
・
第
一
章

1
l」

ー
「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
お
」

昭
mw
・
ロ
)
参
照
。

14 

『
に
と
り
え
』
未
定
稿
C
Wで
試
み
ら
れ
た
題
名
。

「
も
の
ぐ
る
ひ
」
を
消
し
、

「
親
ゆ
づ
り
」
と
し
て
い
る
。

15 

昭
防
、
桜
楓
社
。

「
明
治
二
十
八
年
の
一
葉
」
章
の
「

『
た
け
く
ら
ぺ
』

(一ニ)」

「
西
鶴
の
影
響
」
、
九
頁
。

16 

注
日
)
に
同
じ
。

{寸
記

-12ー

『
た
け
く
ら
ぺ
』
本
文
の
引
用
は
、
初
出
の
「
文
学
界
」
誌
に
よ
っ
た
。
他
の
一

葉
著
述
物
か
ら
の
引
用
は
、
筑
摩
書
房
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』
に
よ
っ
た
。
但
し
、

必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
施
し
た
。

2 

引
用
文
は
、
す
べ
て
、
常
用
漢
字
体
の
あ
る
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
体
に
改
め
た
。

昭

ω・
ロ

-m稿
、
昭

ω・
8
・
η補
筆


